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11 月 19 日（日

天気のため、早

け、行事終了ま

で、130 人の参

植樹祭では、

ど小鳥が集まり

木を 10 本ほど植

前を書いた札を

そのあと、今

ート」の作品づ

① ホウノキ

草花の色

② 草の実探

③ ドングリ

指導は、元三

浜本昌宏さん、

んを中心にして

参加者は、風

げ、ドングリご

には、特大の焼

ダルが贈られま

ーペを持って野

た植物の様々な

ときになりまし

続いて収穫祭

音頭で乾杯し、

の焼き芋、里芋

高橋英さんに

森周辺の四季の
麻生多摩美の森だより 
   麻生区市民健康の森 ―麻生鳥のさえずり公園― 

  2006 年 12 月 25 日発行   発行 ； 麻生多摩美の森の会 

発行責任者；勝田 政吾   編集者；木村 信夫 
   

森の恵みでアート 2006 植樹祭＆収穫祭」報告 

実行委員長 木村信夫 

）は朝から小雨がぱらつく

めのプログラム進行を心が

で何とかもってくれたお陰

加という賑わいでした。 

アケビ、グミ、クワ、柿な

、収穫も楽しみな実のなる

え、子どもたちは自分の名

記念として立てました。 

年のテーマ「森の恵みでア

くりに挑戦しました。 

の葉とススキの穂でお面、

でカード、 

検とススキの穂のミミズク、 

ごまや木の実ペンダント 

重大学教授（美術教育）の

自然観察指導員の高橋英さ

会員があたりました。 

情と温かみある作品を仕上

ま回しコンテストの優勝者

き芋と木の実ペンダントメ

した。草の実探検では、ル

原を回り、タネに込められ

知恵に触れ、感動的なひと

た。 

は、高阪麻生区長の挨拶と

森の畑でとれたサツマイモ

入り豚汁を楽しみました。 

は、今年作成の「多摩美の

草花写真集」と前年の「木

の写真集」２作を題材に、この里山の自然

の豊かさについてお話をいただきました。

最後に、アート作品の発表が行なわれ、森

の素材でこんなに楽しめること、そのくら

い多彩な生物が住める環境が育ち、きれい

に整備された公園などにはない自然とのふ

れあいの場ができていることを喜び、これ

からも「森を育て楽しむ活動」を進めるこ

とを確かめ合いました。 

写真集の印刷・製本には昨年に続き、（株）

リコー様より多大なご協力をいただきまし

た。厚くお礼申し上げます。 

多摩美みどりの会のお母さんたちの料理

は毎年好評ですが、さらに今年、多くの方々

にアート作品づくりで素晴らしいアイディ

アと技を発揮していただきました。会員の

皆さんの森を楽しむ指導者としての力が高

まっていることを喜ぶとともに、そのご苦

労・ご支援に感謝し報告とします。 
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西生田小学校３年生｢体験学習｣がおこなわれる 
副会長  長 澤  

9 月 28 日と 29 日の 2日間にわたり、「麻

生多摩美の森の会(麻生区市民健康の森)」

と「多摩美みどりの会」の共同で、西生田

小学校 3 年生 160 名を迎え、総合的な学習

の一環となる体験学習が開催されました。 

  体験学習を実施するにあたり、あらかじ

め健康の森側で立案された計画書をもとに、

学校と打合せを 2 回行い、充分な事前準備

をした上で体験学習が実施されました。 

  学習の内容は、1 学年 40 人クラスで 4 ク

ラス全 160 人の人数を考慮して、2日間の計

画が作られました。 

 

◆ 学習の概要 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

実施日； 9 月 28 日(木)、29 日(金) 

（各日とも午前中 2 時間 実施） 

学習；そば打ち見学とそばの学習 

           麦の学習と麦茶作り 

     両日とも2クラスを2グループに分け、

そばの学習（健康の森で）、麦の学習

（学校内で）を行いました。 

指導員； 両日とも 13 名が参加 

・麻生多摩美の森の会会員  有志 

・多摩美みどりの会会員と奥様 有志 

 

  2 日間とも天候に恵まれ、子供たちに怪我

もなく、有意義な体験学習が行えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ プロのそば打ち見学とそばの学習 

そば打ち見学； そば処「檪(くぬぎ)」  

朝 10 時そば処前の広場に集合、5グル

ープに別れてご主人が打つ、プロのそ

ば打ちを交代で見学しました。原そば

の粉ひき、水まわし、そばこね、伸ば

し、そば切りなど大変興味深く見てい

ました。そのあと質問の時間、お礼の

挨拶で見学を終わりました。 

健康の森に移動し、そば畑で収穫期を

迎えたそばを、生徒一人一人鎌を使っ

て刈り取り、その実を収穫しました。 

そばの実をすり鉢で砕き、そば粉、胚

芽、そば殻を分別する体験をしました。

最後に、そば茶の試飲で終わりました。 

◆ 麦の学習と麦茶作り 

3 種類の麦の穂を並べ、その種類当て

ゲームを行い、結果を発表しました。

続いて、六条大麦、小麦、二条大麦(ビ

ール麦)について学習し、小麦の麦わら

でストローも作りました。 

6 班に分かれ、フライパンで大麦を煎

り、麦茶作りを体験しました。3 人一

組で始めると、部屋中に香ばしい匂い

が漂いました。そして煎ったばかりの

麦で麦茶を作り、自分で作ったストロ

ーでそれを味わいました。 
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＜西生田小学校 3 年生よりお礼の便り＞

  2 日間にわたる体験実習をした子供たち

は、いろいろな体験の中で、感動あり、驚き

あり、また疑問も生まれてきたようです。

  先般、お礼の便りが届きましたが、紙面の

関係からその一部のみ紹介します。 

• 

• 

• 

• 

• 

• 

ビール麦や大麦や小麦はよく知りません

でしたけど、この体験をして分かったこ

とがたくさんありました。ほんとうにあ

りがとうございました。 

 ぼくは麦はみんな同じだと思っていた

けど、しゅるいがあるといわれびっくり

しました。そのことをお母さんに言った

らびっくりしていました。今後もいろい

ろなこと教えてください。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・

 麦茶ってかんたんだと思っていたらた

いへんむずかしかったです。一ばんおい

しかったのは、麦茶の豆（いった麦）で

す。みんなで作ったからたいへんおいし

くなりました。 

このあいだはどうもありがとうございま

した。おかげでたまみ公園ではいろいろ

なひみつや、しらないことがわかりまし

た。またいきたいです。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・

おそばを作っているすがたは、かっこよ

かったです。私は、見ていてすごかった

ので、しょうらいおそばやさんになりた

いなと思いました。おそばを切るところ、

あっというまにめんができすごいなと思

いました。おそば作りを教えてくださっ

てありがとうございます。 

そばをかるとき足を切りそうだったけ

ど、ゆっくりやればカンタンにできてう

れしかったです。ありがとうございまし

た。 

  西生田小学校３年生 

      第２回森の自然観察実施 

副会長  長 澤 

  11 月 29 日（水）西生田小学校 3年生 

160 名の総合的学習の一環として、第 2回目

の森の自然観察学習が（第 1 回は 7 月 7 日

に実施済み）麻生区市民健康の森で行われ

ました。 

  当日の指導員としては、緑に大変知識豊

かな、高橋 英さん、麻生多摩美の森の会会

員 11 名で生徒達の指導にあたりました。 

 

＜種の旅立ち＞     講師  高橋  英さん 

 講師の「植物は動けるでしょうか？鳥

によりタネはどのように運ばれるのでし

ょうか？」との質問に、児童が「鳥の糞

や、食べるときに散らかす。」「大正解

です！」 

 植物の実は、鳥に食べられたり、動物

にひっついたり、風に飛ばされたりして

移動します。そのためにいろんな工夫を

している木の実・草の実など自然の不思

議さを学習しました。 

 

＜森の冬を写生してみよう＞ 

  森といえば、緑豊かに繁り小鳥たちも

にぎやかにさえずっているとの印象があ

るのでは？ そこで、冬の森とは、木立

は、木の葉は、木の芽は・・・などに注

目した観察と写生を行いました。 

 

＜森のネイチャーゲーム＞ 

  森には、いろいろな顔や出来事があり

ます。16 マスのビンゴゲーム用紙を手に、

5人 1組で、1人で抱えられない木はどこ

に？ 縦にすじがある木は？ くもは？ 

と懸命に森の中を探索し、ビンゴが何筋

できたか競いました。
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●びっくりしましたが･･･会長 勝田政吾 

教えてくれた人があって、10 月 27 日朝の、

テレビ朝日・スーパーモーニングを見ました。

すると、川崎市の塩漬け土地バスツアーとい

うテーマで、市の長期保有の未利用土地を市

民オンブズマンの人たちがバスで何箇所か見

て回り、支払利息による税金のムダ遣いとい

う観点から市政批判を行ったものでした。 

びっくりしたのは、その中に私たちの活動

場所である多摩美の森（麻生鳥のさえずり公

園）が入っていたことで、しかも「市民健康

の森」の趣旨を全く理解していないようなナ

レーションが流されたことでした。それは日

ごろここを市民のよき憩いの場に作り上げて

いこうと努力している私たちにとって大変心

外に感じられたので、オンブズマン事務局と

テレビ朝日に電話と FAX で説明と抗議を行い

ました。 

翌 28 日にはこの点に関して川崎市を追求

する「市民の会」にも参加して、地元住民の

強い緑地保全への願いから出た昭和 56 年以

来の長い運動が実り、「市民健康の森」とな

ったいきさつと、今も地域全体に支えられて

いる活動の現状を説明し、土地利用に関する

市の決断に時間がかかり莫大な金利というム

ダが出てしまったことは市民として我々も遺

憾に思うけれども、現在は充分に生かされて

いることを理解してもらいました。 

余談ですが、「あまり使われていないよう

ですね」というナレーションは、里山らしい

景観作りを目指している私たちの活動が成功 

している証しにもなるかなと思いました。 

＜写真；06年 11月・元気に育て植樹たち！＞ 

 

 

 

 

 

 

冬の活動予定 
副会長 平林謙三 

今年の秋も天候が不順でなかなか木の葉が

落ちませんでした。しかし、さすがに 12 月に

なると美しい紅葉が始まり、冬らしくなりま

した。風邪を引かないように十分体調をとと

のえ、活動に参加して下さい。 

 活動日と作業予定は次のようになります。

なお標準作業時間は 10 時～12 時です。 

1 月６日（土） 新年の挨拶、草刈など 

1 月 21 日（日） 苗木の手入れ、草刈など 

2 月 4 日（日） 苗木・畑の手入れなど 

2 月 18 日（日） 苗木・畑の手入れなど 

3 月 3 日（土） 炭焼きの準備など 

3 月 10 日（土）、11 日（日） 炭焼き 

3 月 18 日（日） 苗木・畑の手入れなど 

なお 1月 10 日、24 日、2月 14 日、28 日、3

月 14 日、28 日の各水曜日が補助作業日になり

ます。 

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 

関連団体の諸行事 

（詳細は事務局・平林まで） 

２月３日（土） 市民健康の森フォーラム

in 多摩（多摩区役所１時～５時） 

２月 17 日（土） 第５回市民自治創造・かわ

さきフォーラムのエクスカーション 

   川崎区を探索して歩きます（旧東海道コー

スと海岸コースの２コース）。 

３月３日（土） 第５回市民自治創造・かわ

さきフォーラム（川崎市教育文化会館 午

前９時半～午後８時） 

３月 17 日（土） 2007里山フォーラムin 麻

生（麻生市民館１３時～１７時） 

 
◆ 皆さんの投稿、感想をお寄せ下さい。

問合せ、連絡先  

平林謙三 044-954-4861 
木村信夫 044-954-7855 
    kimura-yatsu@nifty.com 


